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技能工の育成を！
輝く未来へ

協同組合

を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

こ
う
い
っ
た
業
界
が
お
か
れ
て

い
る
厳
し
い
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
も
、
皆
さ
ん
一
緒
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
本
日

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

【
審　

議
】

続
い
て
議
事
に
先
立
ち
司
会
の

加
藤
支
部
長
よ
り
本
総
会
成
立

の
定
足
数
の
報
告
が
行
わ
れ
、

次
に
議
長
の
選
出
に
移
り
、
一

任
さ
れ
た
司
会
者
の
発
議
に
よ

り
北
支
部
長
の
永
野
氏
が
議
長

に
選
任
さ
れ
、
令
和
７
年
度
事

業
報
告
、
令
和
７
年
度
収
支
決

算
報
告
及
び
余
剰
金
処
分
案
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
、
同

収
支
予
算
案
等
11
議
案
が
審
議

さ
れ
全
て
の
議
案
が
承
認
可
決

さ
れ
た
。

【
議　

案
】

第 

１
号
議
案　

令
和
７
年
度

事
業
報
告

第 

２
号
議
案　

令
和
７
年
度

収
支
決
算
報
告
並
び
に
剰
余

金
処
分
（
案
）

第 

３
号
議
案　

令
和
８
年
度

事
業
計
画
（
案
）

第 

４
号
議
案　

令
和
８
年
度

収
支
予
算
（
案
）　

第 

５
号
議
案　

出
資
引
受
標

準
口
数
（
案
）　

第 

６
号
議
案　

借
入
金
の
最

高
限
度
額
（
案
）　

第 

７
号
議
案　

手
数
料
最
高

限
度
額
決
定
（
案
）　  

第 

８
号
議
案　

経
費
（
組
合

費
）
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

の
件
（
案
）

第 

９
号
議
案　

役
員
報
酬
決

　

東
タ
協
の
令
和
８
年
度
第
68

回
通
常
総
会
は
、
５
月
20
日

（
水
）、
千
代
田
区
九
段
北
の
「
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
司
会
の
加
藤

勝
宏
豊
島
支
部
長
が
開
会
を
宣

し
、
上
島
康
秀
理
事
長
が
挨
拶

し
た
。

【
理
事
長
挨
拶
概
要
】

　
「
東
京
都
に
は
タ
イ
ル
工
事
業

の
組
合
団
体
が
３
団
体
、
東
タ

築
、
武
蔵
野
、
そ
し
て
私
ど
も
東

タ
協
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
３

組
合
を
一
つ
に
し
て
、
よ
り
強

固
な
団
体
と
し
て
、
様
々
な
問

題
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
話
を
進
め
て
い
た

さ
な
か
に
、
ト
ラ
ン
プ
ア
メ
リ
カ

大
統
領
の
イ
ラ
ン
攻
撃
が
お
こ

り
、
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ

る
原
油
高
や
物
流
の
混
乱
が
日

本
の
建
設
業
界
に
も
直
撃
し
ま

し
た
。
建
築
資
材
の
大
幅
な
価

格
高
騰
や
入
荷
遅
延
が
相
次
ぎ
、

工
期
遅
延
や
追
加
費
用
の
問
題

が
深
刻
化
す
る
と
い
う
ご
時
世

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
み
ん
な

ま
と
ま
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

と
同
時
に
、
こ
う
い
っ
た
ご
時

世
だ
か
ら
こ
そ
一
致
団
結
し
て
、

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

今
、
私
が
一
番
強
く
思
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
昨
年
12
月
に
施

工
さ
れ
た
改
正
建
設
業
法
の
目

玉
施
策
、
職
種
ご
と
に
定
め
る

標
準
労
務
費
基
準
値
が
あ
り
ま

す
が
、
残
念
な
こ
と
に
タ
イ
ル

工
事
業
の
基
準
値
は
大
変
低
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
般
、

日
タ
煉
の
大
野
会
長
、
宮
城
の

落
合
さ
ん
、
東
タ
築
の
森
井
さ

ん
が
国
土
交
通
省
に
赴
き
、
こ

の
件
を
中
心
に
タ
イ
ル
業
界
が

抱
え
る
諸
々
の
問
題
に
つ
い
て
、

担
当
室
長
と
膝
詰
め
で
談
判
し

て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
基
準
値

の
積
算
根
拠
が
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
に
あ
り
、
そ
も
そ
も

賃
金
台
帳
で
タ
イ
ル
工
事
業
の

皆
さ
ん
が
そ
の
金
額
で
出
し
た

で
し
ょ
う
、
と
言
わ
れ
て
し
ま

え
ば
何
に
も
言
え
な
い
と
こ
ろ

で
、
こ
れ
が
現
実
で
す
。
や
は

り
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
う

し
、
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
が
頑

張
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を

打
破
し
て
い
か
な
け
れ
ば
次
は

無
い
な
と
非
常
に
強
い
危
機
感

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

令
和
８
年
度
第
68
回
通
常
総
会
を
開
催

　

上
島
理
事
長　

業
界
の
一
致
団
結
を
強
調
！

総会のようす

永野議長 挨拶をする上島理事長

懇親会のもよう

定
（
案
）　

第
10
号
議
案　

代
行
手
数
料
収

支
決
算
報
告

第
11
号
議
案　

総
会
の
決
議
文

中
監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
る

字
句
の
修
正
を
理
事
長
に
一

任
す
る
（
案
）
承
認
の
件

　

総
会
終
了
後
、
来
賓
、
近
隣

の
友
誼
団
体
、
メ
ー
カ
ー
商
社

の
皆
さ
ん
を
招
い
て
の
総
会
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
堀
越
孝
志

総
務
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

上
島
理
事
長
が
挨
拶
し
た
。

　

挨
拶
の
中
で
上
島
理
事
長

は
、
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
２
０

２
６
へ
協
力
と
協
賛
の
お
願
い

と
Ｐ
Ｒ
行
い
、
中
東
情
勢
の
影

響
に
よ
る
現
場
の
混
乱
に
触

れ
、「
問
題
解
決
の
た
め
政
府

も
色
々
取
り
組
ん
で
い
る
し
、

業
界
で
も
日
タ
煉
の
代
表
者

が
、
国
土
交
通
省
と
交
渉
し
嘆

願
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
関
係
者
が
タ
イ
ル
業
界
を
何

と
か
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
業

界
に
携
わ
る
全
て
の
人
が
一
致

団
結
す
る
必
要
性
が
あ
る
」
と

強
く
訴
え
た
。

　

次
い
で
来
賓
の
日
タ
煉
大

野
会
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
メ
ー

カ
ー
・
商
社
を
代
表
し
て
㈱

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
営
業
本
部
タ
イ
ル

チ
ャ
ネ
ル
営
業
部
首
都
圏
タ
イ

ル
営
業
所
の
横
山
達
哉
所
長
が

こ
の
日
出
席
し
た
メ
ー
カ
ー
・

商
社
を
代
表
し
挨
拶
し
た
。

【
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
横
山
所
長
挨
拶

概
要
】

　
「
今
、
皆
さ
ん
が
一
番
関
心

を
お
持
ち
の
こ
と
は
、
ボ
ン
ド

の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
か
け
し
て
い
る
最
中
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

現
状
を
説
明
す
る
と
、
中
東
情

勢
の
緊
迫
化
に
よ
る
原
油
高
や

物
流
の
混
乱
か
ら
色
々
な
状
況

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
政
府
の

発
表
で
は
ナ
フ
サ
は
足
り
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現
場

レ
ベ
ル
で
は
、
ナ
フ
サ
由
来
の

製
品
の
供
給
不
足
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
目

詰
ま
り
と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
の
色
々
な
と
こ
ろ
で

売
り
控
え
や
出
し
渋
り
だ
っ
た

り
、
商
品
が
通
常
ど
お
り
に
供

給
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る

の
と
、
過
剰
な
発
注
で
あ
っ
た

り
、
前
倒
し
の
発
注
と
い
っ
た

も
の
も
同
時
に
起
き
て
い
て
、

そ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
っ
て
今

の
事
態
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
工
期
の
遅
延
や
現

場
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
状
況

が
、
日
に
日
に
強
ま
っ
て
い
る

の
で
、
一
日
で
も
早
く
解
決
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

と
し
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
で

す
と
か
ト
イ
レ
の
供
給
に
つ
い

て
も
、
ボ
ン
ド
以
上
に
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
し
、
シ
ン
ナ
ー
、
断
熱

材
と
か
住
宅
建
築
に
は
欠
か
せ

な
い
部
材
の
供
給
不
安
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
な
か

で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
が
、
工
程
の
遅
れ
や
原
価
高

騰
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
、

建
築
工
事
の
仕
上
げ
部
門
で
あ

る
タ
イ
ル
工
事
へ
影
響
を
懸
念

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
が
収

束
を
見
た
時
に
、
ボ
ン
ド
は
供

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
け
れ

ど
、
タ
イ
ル
そ
の
も
の
の
需
要

低
下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ

う
、
我
々
と
し
て
も
未
来
を
見

据
え
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ａ
２
０
２
６
の
こ
と
に
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

は
ま
さ
に
未
来
に
繋
ぐ
タ
イ
ル

文
化
の
創
造
を
目
的
と
し
た
タ

イ
ル
業
界
の
有
志
に
よ
る
活
動

で
、
タ
イ
ル
の
本
質
に
立
ち
返

り
、
タ
イ
ル
の
魅
力
文
化
的
側

面
を
ユ
ー
ザ
ー
さ
ん
に
伝
え
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
と
も
に
タ
イ
ル
業
界
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

　

続
い
て
狩
野
明
彦
事
業
・
広

報
部
長
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
の

幕
が
上
が
り
、
親
睦
と
歓
談
の

輪
が
広
が
っ
た
。
友
誼
団
体
の

皆
様
、
メ
ー
カ
ー
商
社
の
皆
様

と
の
歓
談
も
は
ず
み
、
未
来
志

向
で
の
発
展
を
予
感
し
な
が
ら

盛
会
と
な
り
、
戸
村
直
樹
副
理

事
長
の
閉
会
の
挨
拶
と
三
本
締

め
で
お
開
き
と
な
り
、
全
て
の

総
会
日
程
を
終
了
し
た
。

総
会
懇
親
会

LIXIL・横山所長

役員一同
乾杯
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東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
事
長	

上
島
　
康
秀

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長	

伊
藤
　
　
徹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長	

戸
村
　
直
樹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
監
　
　
事	

葭
原
　
隆
雄

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

総
務
・
経
理
部
長	

堀
越
　
孝
志

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

総
務
・
経
理
副
部
長	

中
川
　
　
修

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
部
長	

山
下
大
樹
郎

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
副
部
長	

突
川
　
雄
太

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
部
長	

澄
川
　
孝
美

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
副
部
長	

和
田
　
基
嗣

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部
長	

狩
野
　
明
彦

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
副
部
長	

土
屋
　
　
浩

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部	

松
本
　
洋
一

CERASTA２０２６
タイルで未来を開こうじゃん
国内最大規模のタイルの祭典　横浜で開催

CERASTA（セラスタ）はCeramic Tile Festaの略称であり、国内最大のタイルの祭典
です。イベント会社等の干渉っを受けることなく、タイルメーカーや職人、問屋など、
業界の垣根を越えた有志からなる実行委員会を組織し主催しており、タイルの歴史
や魅力を伝播し、新たなタイル文化を築くことを目的としたイベントです。初回は令
和６年大阪で開催され、次いで名古屋で開催、今回が３回目の開催となります。

「CERASTA 2026」開催概要
イベント名称	：	 CERASTA2026　タイルで未来を開こうじゃん
主　催	 ：	SERASTA実行委員会
開催期間	 ：	2026年10月29日（木）〜 11月1日（日） 
開催時間	 ：	10月29日（木）：15:00 - 21:30
	 	 10月30日（金）：10:00 - 20:00
	 	 10月31日（土）：10:00 - 20:00
	 	 11月1日（日）：10:00 - 17:00 
会　場	 ：	横浜市開港記念会館
	 　（神奈川県横浜市中区本町1丁目6番地
参加費	 ：	無料（事前予約不要）

第
99
回
東
タ
協
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

栃
木
県
常
総
市
の
水
海
道
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

プ
レ
ー
を
満
喫　

次
回
は
１
０
０
回
目

　

４
月
17
日
金
曜
日
、
第
99
回

東
タ
協
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
を
、

栃
木
県
常
総
市
の
「
水
海
道
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
32
名
。

　

水
海
道
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
、

案
内
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

The

隠
れ
名
門
コ
ー
ス
で
す
。

　

開
業
は
昭
和
39
年
、
約
26
万

坪
の
土
地
に
日
本
の
プ
ロ
ゴ
ル

フ
の
草
創
期
を
支
え
た
伝
説
的

な
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
あ
り
、

日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
（
Ｐ
Ｇ

Ａ
）
の
初
代
理
事
長
で
あ
っ
た

安
田
幸
吉
プ
ロ
設
計
の
見
事
に

計
算
し
つ
く
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
、

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

約
30
年
前
に
法
人
会
員
専
用

の
コ
ー
ス
に
な
り
、
個
人
で
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

き
な
い
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
時

代
の
変
化
と
共
に
個
人
で
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

を
受
け
、
２
０
１
２
年
10
月
よ

り
新
会
員
制
度
を
発
足
し
ま
し

た
。
法
人
会
員
の
み
な
ら
ず
、

個
人
会
員
や
年
間
会
員
と
い
っ

た
新
し
い
会
員
種
別
を
設
け
て

い
ま
す
が
、
会
員
の
紹
介
が
厳

格
で
、
会
員
券
相
場
に
出
回
ら

な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
メ
ン

テ
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
の
質
、

　

５
月
28
日
（
木
）
銀
座
エ
ス

カ
イ
ヤ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
墨

田
・
品
川
・
太
田
支
部
の
支
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
10
名
。
今
年
も
半
ば
に
さ
し

か
か
り
１
回
目
の
支
部
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
情

報
交
換
等
を
し
な
ら
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
直
近
の
問
題
と
し
て

中
東
情
勢
の
急
変
か
ら
浮
上
し

た
ナ
フ
サ
（
粗
製
ガ
ソ
リ
ン
）

●
墨
田
・
品
川
・
大
田
支
部

　

令
和
８
年
度
第
１
回
支
部
会
よ
り

屋
根
付
き
の
駐
車
場
に
練
習

場
、
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い

の
立
派
な
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
る
帝
国

ホ
テ
ル
が
自
信
を
持
っ
て
届
け

る
料
理
等
、
何
を
み
て
も
名
門

感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
高
の
天
気
の
中
、
上
島
理

事
長
の
挨
拶
の
後
、
今
回
初

参
加
の
５
名
の
方
に
挨
拶
を
し

て
い
た
だ
き
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
、
パ
ー

テ
ィ
ー
と
成
績
発
表
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

優
勝
は
東
タ
協
副
理
事
長
陶

玄
の
戸
村
さ
ん
。
準
優
勝
は
ヤ

マ
シ
タ
の
西
田
さ
ん
で
し
た
。

今
回
も
ひ
そ
か
に
優
勝
を
狙
う

方
が
た
く
さ
ん
お
れ
れ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
水
海
道
Ｇ
Ｋ
の

コ
ー
ス
は
林
が
多
く
、
ボ
ー
ル

が
ま
っ
す
ぐ
と
ん
だ
方
が
上
位

を
占
め
た
結
果
に
な
り
ま
し
た

（
笑
）

　

平
均
ス
コ
ア
で
の
ハ
ン
デ
な

の
で
、
皆
さ
ん
公
平
に
チ
ャ

ン
ス
が
回
っ
て
き
ま
す
の
で
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
戸
村
さ
ん
の

優
勝
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
締
め
の

挨
拶
で
す
が
今
度
は
ま
た
ま
た

副
理
事
長
と
し
て
の
戸
村
さ
ん

の
出
番
と
な
り
、
喝
采
を
浴
び

る
中
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
、
ア
ベ

ル
コ
様
、
平
田
タ
イ
ル
様
、
タ

カ
ボ
シ
様
、
オ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
様
、
立
風
製
陶
様
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｌ
様
、
テ
ム
ズ
様
、
ひ
か
り
工

芸
様
、
ア
イ
コ
ッ
ト
リ
ョ
ー
ワ

様
、
名
古
屋
モ
ザ
イ
ク
様
（
順

不
同
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

当
組
合
の
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

も
、
歴
史
を
紡
ぎ
と
う
と
う
第

１
０
０
回
目
の
筋
目
の
大
会
と

な
り
ま
す
。
開
催
日
は
11
月
６

日
を
予
定
、
奮
っ
て
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

山
下
大
樹
郎
・
記

　

６
月
13
日
土
曜
日
、
新
宿

区
市
谷
の
全
国
左
官
タ
イ
ル

塗
装
業
国
民
健
康
保
険
組
合

「
こ
く
ほ
21
」
２
階
会
議
室

に
お
い
て
、
共
立
タ
イ
ル
株

式
会
社
の
安
全
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
安
全
大
会
で
は
、

建
設
会
社
の
安
全
管
理
部
よ

り
講
師
を
招
き
「
携
帯
用
電

動
工
具
の
使
用
に
関
連
す
る

事
故
防
止
対
策
」
に
つ
い
て

の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

・
両
手
で
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
を
使
用
す
る
（
保

護
具
に
確
認
） 

・
作
業
姿
勢
を
変
え
る

時
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

・
選
定
工
具
を
し
っ
か
り

と
検
討
す
る
（
ハ
ン
ド

ル
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を

装
備
）。 

・
作
業
手
順
の
整
備
。 

・
経
験
者
の
指
示
・
指
導

で
作
業
さ
せ
る
。 

　

※
ハ
ン
ド
ル
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
を
取
付
け
て

作
業
す
る
事
で
か
え
っ

て
危
険
性
が
増
す
場
合
は

元
方
安
全
管
理
者
と
協
議

の
上
、
安
全
に
作
業
す
る

事
。 

　

以
上
の
講
習
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
皆
様
も
く
れ

ぐ
れ
も
事
故
の
な
い
よ
う
に

作
業
し
て
下
さ
い
。 

優勝・戸村副理事長

不
足
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
住

宅
建
材
や
塗
料
な
ど
必
要
な
資

材
が
思
う
よ
う
に
入
手
で
き
な

い
状
況
も
生
じ
て
い
ま
す
。我
々

タ
イ
ル
業
界
も
少
な
か
ら
ず
そ

の
影
響
が
出
て
お
り
、
今
後
の

動
向
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

支
部
会
は
最
後
に
今
回
の
会

場
の
手
配
を
し
て
頂
い
た
㈱
ヤ

マ
シ
タ
の
山
下
さ
ん
に
締
め
て

い
た
だ
き
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。�

松
本
洋
一
・
記

上
島
康
秀
理
事
長
コ
ラ
ム

　

７
月
７
日
（
火
）、
建
専

連
会
員
団
体
（
関
東
地
区
）

と
国
交
省
関
東
地
方
整
備
局

幹
部
と
の
意
見
交
換
会
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
建
専
連
の
岩
田

会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
は
量

よ
り
質
で
あ
る
、
責
任
あ
る

仕
事
を
し
た
上
で
そ
の
代
価

を
き
ち
ん
と
受
け
取
る
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
プ

ロ
の
職
人
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
世
界
で
通
用
す
る

人
材
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
能
力
評
価
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
験
に
う

ら
う
ち
さ
れ
た
技
能
は
確
か

な
も
の
で
、
そ
こ
に
代
価
が

付
い
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、

職
人
も
良
い
暮
ら
し
が
で
き

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
職
人
に

な
ろ
う
と
す
る
若
者
が
増
え

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

職
人
さ
ん
も
昔
の
３
Ｋ
か

ら
現
在
は
新
４
Ｋ
（
給
与
が

高
い
・
休
暇
が
と
れ
る
・
希

望
が
持
て
る
・
か
っ
こ
い

い
）
と
言
わ
れ
る
職
業
に
代

わ
る
為
に
、
い
ろ
ん
な
物
を

見
せ
て
聞
か
せ
て
や
ら
せ
て

み
る
こ
と
で
、
自
分
の
知
識

を
高
め
る
努
力
、
創
造
す
る

力
を
養
っ
て
ゆ
く
人
材
に
投

資
を
し
て
ゆ
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。

共
立
タ
イ
ル
株
式
会
社
安
全
大
会

国
交
省
関
東
地
方
整
備
局
幹
部
と

建
専
連
会
員
団
体
地
方
支
部
長
等
と
の

意
見
交
換
会
に
参
加
し
て
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東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
は
、
５
月
22
日
（
金
）、
ご

来
賓
と
し
て
日
タ
煉
大
野
繁
幸

会
長
、
東
タ
協
上
島
康
秀
理
事

長
、
武
蔵
野
タ
イ
ル
組
合
島
村

徳
之
組
合
長
を
お
招
き
し
、
組

合
会
議
室
に
お
い
て
第
22
回

（
通
期
第
78
回
）
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
山
﨑
秀
一
副
理
事

長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
森

井
政
明
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
森
井
理
事
長
が
議
長
を

務
め
、
審
議
が
進
行
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
案
、
令
和
７
年
度
労
働
保

険
事
務
組
合
事
業
報
告
・
共
済

会
収
支
報
告
な
ど
、
全
11
議
案

が
ス
ム
ー
ズ
に
審
議
さ
れ
、
無

事
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
議
事
終
了
後
、
来
賓
の

日
タ
煉
・
大
野
繁
幸
会
長
よ
り

挨
拶
を
頂
き
続
い
て
、
理
事
長

表
彰
の
表
彰
式
を
執
り
行
い
、

２
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場
、
見

事
金
賞
に
輝
い
た
勝
呂
隆
也
氏

（
㈲
丸
勝
工
業
）
に
、
そ
の
栄

誉
を
称
え
理
事
長
表
彰
を
贈
り

ま
し
た
。
こ
の
日
欠
席
し
た
勝

呂
氏
に
代
わ
り
、
東
京
都
タ
イ

ル
技
能
士
会
会
長
で
も
あ
る
、

仁
科　

明
副
理
事
長
が
代
理
と

し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

第
22
回
（
通
期
第
79
回
）
通
常
総
会
を
開
催

総会の様子

懇親会の様子

　

総
会
終
了
後
、
場
所
を
両

国
の
料
亭
「
ふ
じ
芳
」
に
移

し
、
総
会
に
引
き
続
き
日
タ
煉

の
大
野
繁
幸
会
長
、
上
島
康
秀

理
事
長
（
東
タ
協
）、
島
村
徳

之
組
合
長
（
武
蔵
野
タ
イ
ル
工

事
組
合
）
の
出
席
を
得
て
、
賑

や
か
に
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
柴
髙
治
理
事
の
司
会
に
よ

り
、
山
﨑
秀
一
副
理
事
長
の
開

宴
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
、
最
初
に

森
井
理
事
長
が
挨
拶
し
総
会
が

無
事
終
了
し
た
こ
と
へ
の
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓

の
東
タ
協
・
上
島
理
事
長
、
武

蔵
野
・
島
村
組
合
長
に
ご
挨
拶

い
た
だ
き
、
梅
本
行
伸
副
理
事

長
の
乾
杯
で
懇
親
会
の
幕
が
上

が
り
ま
し
た
。
料
亭
自
慢
の
料

理
の
数
々
に
舌
鼓
を
う
ち
、
懇

談
が
は
ず
み
、
交
流
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
佐
瀬
副
理
事
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
幕
が
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
総
会
懇
親
会
を
開
催

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会

発
足
か
ら
半
世
紀

令
和
８
年
度
第
50
回
定
期
総
会
を
開
催

　

令
和
８
年
７
月
２
日
（
木
）、

千
代
田
区
九
段
北
の
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
＝
私
学
会
館
）

に
お
い
て
、
東
京
都
タ
イ
ル
煉

瓦
工
事
業
組
合
連
合
会
（
＝
東

タ
連
）
の
第
50
回
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、
連
合
会
を
構
成
す

る
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工

業
協
同
組
合
（
東
タ
協
）、
東

京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

（
東
タ
築
）、
並
び
に
武
蔵
野
タ

イ
ル
工
事
組
合
（
武
蔵
野
）
の

３
団
体
か
ら
役
員
並
び
に
関
係

者
が
参
集
し
た
。

　

東
タ
連
は
、
東
京
都
内
に
存

立
し
て
い
た
、
東
京
都
タ
イ
ル

煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合
、
東

総会宣言
令和７年度の我が国経済は、コロナ禍の大きな落ち込みからの景
気回復が過去３番目の長さに達し、緩やかな回復基調が続きまし
たが、われわれ中小企業・小規模事業者は、諸物価の高騰による
コスト上昇、後継者不足などの課題が山積し、極めて厳しい経営を
強いられました。
このような厳しい経営環境が続く中で、本会の活動基本方針は、
所属するそれぞれの組合を通して、各組合員の相互扶助と友愛精
神の高揚を図り、経済的かつ社会的地位の向上を図ることにありま
す。
私共はその精神を踏まえ、改めて再確認し、今後益々お互いの交
流を深め、提携し本日決められたことを守り、目標を実現するよう
努力することをここに近い、さらに広く業界の発展を期し、第50
回総会宣言とします。

京
タ
イ
ル
築
炉
業
組
合
、
西
東

京
タ
イ
ル
工
業
組
合
、
東
京
都

城
西
タ
イ
ル
組
合
、
武
蔵
野
タ

イ
ル
工
事
組
合
、
東
京
西
部
タ

イ
ル
工
業
組
合
の
６
つ
の
タ
イ

ル
工
事
業
組
合
が
、
組
合
員
の

技
術
、
経
営
の
進
歩
改
善
、
社

会
的
地
位
の
向
上
、
情
報
交
換

等
を
目
的
と
し
た
有
機
的
つ
な

が
り
の
連
合
体
と
し
て
、
昭
和

51
年
９
月
20
日
に
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
設
立
総
会
を
開

催
し
、
名
称
を
東
京
都
タ
イ
ル

煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会
と
し

発
足
し
た
。
以
来
50
年
の
月
日

が
経
ち
、
今
年
50
回
目
の
総
会

開
催
と
な
っ
た
。

　

総
会
は
東
タ
協
・
葭
原
隆
雄

監
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
東

タ
連
副
会
長
の
武
蔵
野
・
島
村

徳
之
組
合
長
の
開
会
の
辞
に
て

総
会
の
開
催
を
宣
言
、
続
い
て

東
タ
連
上
島
康
秀
会
長
（
東
タ

協
理
事
長
）
が
挨
拶
し
た
。
次

に
、
総
会
の
議
長
選
出
に
移
り
、

一
任
さ
れ
た
司
会
者
の
発
議
に

よ
り
東
タ
協
・
堀
越
孝
志
理
事

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
次
の
議

案
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
７
年
度
事

業
報
告

（
１
）
技
能
検
定
運
営
委
員
会

報
告
・
島
村　

新
氏（
武
蔵
野
）

（
２
）
総
務
委
員
会
報
告
・
葭

原
隆
雄
氏
（
東
タ
協
）

（
３
）
広
報
委
員
会
報
告
・
伊

藤
徹
氏
（
東
タ
協
）

（
４
）
組
織
委
員
会
報
告
・
山

﨑
秀
一
氏
（
東
タ
築
）

（
５
）
業
務
一
般
報
告
・
金
澤

　

徳　

氏
（
東
タ
築
）

第
２
号
議
案　

令
和
７
年
度
会

計
決
算
報
告
（
本
会
計
、
技

能
検
定
関
係
）・
事
務
局

第
３
号
議
案　

令
和
８
年
度
事

業
計
画
案
・
戸
村
直
樹
氏
（
東

タ
協
）

武蔵野・島村組合長東タ協・上島理事長

第
４
号
議
案　

令
和
８
年
度
予

算
案
・
相
田
誠
氏
（
東
タ
協
）

第
５
号
議
案　

総
会
宣
言
・
佐

瀬
浩
司
氏
（
東
タ
築
）

　

議
案
審
議
で
は
第
１
号
議
案

か
ら
第
４
号
議
案
に
つ
い
て
担

当
者
よ
り
報
告
・
提
案
が
行
わ

れ
承
認
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、

第
５
号
議
案
で
は
総
会
宣
言
を

東
タ
築
・
佐
瀬
浩
司
氏
が
読
み

上
げ
採
択
さ
れ
た
。
以
上
総
会

は
副
会
長
の
東
タ
築
・
森
井
政

明
理
事
長
の
閉
会
の
辞
を
持
っ

て
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

東タ築・森井理事長 LIXIL 横山所長

上島会長・森井副会長・島村副会長 堀越議長

　

総
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
、

17
時
30
分
よ
り
メ
ー
カ
ー
、
商

社
か
ら
大
勢
の
参
加
者
を
迎
え

て
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
は
、
副
会
長
の
武
蔵

野
・
島
村
徳
之
組
合
長
の
開
会

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
会
長
の
東

タ
協
・
上
島
康
秀
理
事
長
が
挨

拶
、
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
首
都
圏
タ
イ
ル

営
業
所
所
長
の
横
山
達
哉
様
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
副
会
長
の
東
タ
築
・

森
井
政
明
理
事
長
の
発
声
に
よ

る
乾
杯
で
賑
や
か
に
宴
の
幕
が

上
が
り
、
懇
談
の
輪
が
広
が
っ

た
。

　

そ
の
後
、
東
タ
協
・
伊
藤
徹

副
理
事
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
述

べ
、
盛
況
の
う
ち
に
懇
親
会
を

終
了
し
た
。

懇親会のもよう

総会のもよう


